
国際交流に関する事業 

 

 

Ⅰ 多様な人々が参加できる国際交流事業（アップウイズ

ピープル） 

Ⅱ 愛・地球博関連事業（フレンドシップフェスティバル） 

 

       Ⅰ 多様な人々が参加できる国際交流事業 

 

１  非営利国際教育団体アップウィズピープル（ＵＷＰ）✻受入事業 

 

■背  景 

ＴＩＡがＵＷＰの受入れ開始をした96年度以降、00年度（01年度から03年度まではＵＷ

Ｐ側の事情で活動休止）までは、ホームステイ中心のボランティアによるサポートが主流

であった。団体受入れのための事務処理全般や広報活動などは、全てＵＷＰ側から派遣さ

れたスタッフ（先遣隊として毎年１、２人程度）が受入れ前後２か月間、ＴＩＡ事務局内

に場所を設け、作業に当たってきていた。活動休止に入る00年度までは、このような態勢

で受け入れており、あくまでも事業主体はＵＷＰであり、ＴＩＡ事務局としては側面支援

のホームステイ受入れに伴うサポートを行った。 

しかしながら、ＵＷＰの活動が再開された04年度は、ＵＷＰ側の組織の再編に伴う受入

れ態勢の変更により、ＴＩＡへのＵＷＰスタッフ派遣が叶わず、ホームステイはもちろん

のこと事務処理・広報・地域での活動場所の確保など結果的に受入れに伴う業務全般をＴ

ＩＡ事務局が負うこととなった。 

ＵＷＰ側からの協力をより一層得るために、そして、ＴＩＡ側の受入れ態勢の見直しを

行い、混乱を極力避けるために05年度からは、ＵＷＰ受入れをＴＩＡの事業と位置づけ、

よりよい態勢の構築に向けて事務局内での業務の円滑化を図った。 

✻非営利国際教育団体アップウィズピープル（略称：ＵＷＰ）本部：米国コロラド州デンバー 

  「世界の若者にリーダーシップとボランティア精神、そして国際的な視野を身につけて、国

と国との相互理解を深めて欲しい」という願いを込めて、1965年、J.Blanton Belk氏によって

設立されました。今では世界各国の賛同を得て、次の世代のリーダーを育成する非営利の国際

教育団体として認知されています。発足以来、世界70カ国より19000人を越える若者が参加し、

日本人参加者も400名に及びます。（ＵＷＰホームページ：http://www.upwithpeople.orgより

抜粋） 

■目  的 

愛・地球博の開催とその後の諸外国との交流の一つとして、将来の地域のリーダーを育
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成する目的を掲げる国際教育団体ＵＷＰの受入れに伴う業務全般を行うことにより、市民

の交流の一助とする。また、地域での諸活動に関する企画立案を通じて、受入れ施設との

連携を図り、豊田市の特徴を活かしたこの地域らしいよりよいプログラムをＵＷＰ側に提

示し、ＵＷＰの学生たちに多様な学習内容の充実に貢献する。 

■内  容 

ＵＷＰ受入れに関しては、前述したように受入れに伴う事務作業全般・広報・地域活動

受入れ場所との調整・交流会（コミュニティセレブレーション）準備等をＴＩＡ事務局が

ＵＷＰの地域担当者とともに、ホームステイ関係と交流会の企画・司会進行をＴＩＡボラ

ンティアグループであるオープンハートホームステイクラブ（以下、オープンハートとす

る）が、それぞれ担当した。 

主なものとして、 

１）ＵＷＰ受入れのための実行委員会の開催（計５回） 

２）豊田市の広報紙『広報とよた』・ＴＩＡ機関誌『サンフラワー』及びホームページ・

市内関連団体などに広く情報を提供・配布 
３）ホームステイ受入れ家庭の募集とホストファミリーのマッチング・説明会の開催 
４）大型バス駐車場の確保と豊田市滞在中の拠点場所の確保 
５）地域活動場所との調整全般（バス手配・内容の打合せ・通訳手配・引率） 
６）交流会の開催・手配（会場確保・会場準備・アトラクション補助・進行） 
７）ＵＷＰ事務局との調整（５月～06年３月） 
８）その他（愛・地球博会場見学／トヨタ自動車工場及びトヨタ会館見学） 

など、が挙げられる。以下、その概要をまとめた。 
１）実行委員会の開催 

① 開催場所：とよた市民活動センター会議室（T－face９階） 
② 開催日：６月から９月までの土曜日又は日曜日の午前中２時間程度 
③ メンバー：ＵＷＰ地域担当者・ＵＷＰ同窓生サポートチーム・オープンハートボ 

  ランティア・三好町国際交流協会担当者・豊田市国際交流協会担当者 
④ 主な協議事項：ＵＷＰ来豊日程確認・ホストファミリーとの調整事項・地域活動 
          先の選定・進捗状況・交流会企画・説明会／反省会概要など 
⑤ その他：実行委員会の開催場所は、公共交通機関と駐車場の両利用者にとって至 
      便な場所を設定した。 

２）広報については上記の媒体を通して、随時行った。 

３）ホームステイ関連 

上述のとおりホームステイに関しては、ホストファミリー募集からマッチング作

業、また事前説明会や反省会までオープンハートが中心となって行なった。 
ホストファミリー申込みでは、上記媒体を通し８月からを開始したところ、２週

間ほどで定員である40家庭の申込みがあった。そのためオープンハートがホストフ
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ァミリー探しに奔走するという心配は要らなかった。 
ＵＷＰ豊田市到着の１週間前９月10日（土）にはＴＩＡ大会議室にて事前説明会

を行なった。当日はオープンハートが司会進行しながら、今回のスケジュール等の

連絡事項を説明するほか、今回が初めてのホームステイ受入れとなるホストファミ

リーのために、ベジタリアンのための献立等を紹介した。 
反省会はＵＷＰ豊田市出発１週間後の10月１日（土）にＴＩＡ大会議室にて行な

った。内容については後述。 
４）駐車場とＵＷＰの豊田市における活動拠点 

豊田スタジアムの協力 

ＴＩＡ事務局は駐車スペースが限られているということ・利用可能な部屋数が

ＵＷＰの人数に比べて充分に確保できないということ、などがあり、04年度以降、

豊田スタジアム（以下、スタジアムとする）に会議室と駐車場を一部有料で提供

してもらい、利用に際してもスタジアム職員から多大なサポートを受けてきてい

る。 
５）地域活動 

①目  的：ＵＷＰの学生たちが訪問した地域コミュニティの諸施設で、交流を深

め、そこでのボランティア活動及び協同作業を通して、地域リーダー

としての資質の向上を目指す。また受入れ団体においても、このよう

な機会を活かして、市民と世界各国から集ったＵＷＰの学生たちとの

草の根の交流を促進する。 
②活動日時：05年９月21日（水）午前10時～午後３時 
③活 動 先：けやきワークス（身体障がい者通所授産施設） 

       財団法人あすてボランティアグループさくら（地域在住の外国人市民と 
 の交流促進の場を提供しているグループ） 

       財団法人オイスカ（アジア地域の農業研修生受入れ団体） 
       トヨタ自動車元町工場（生産工程などに関するワークショップ） 
       三好町カヌー体験（豊田市に隣接する三好町におけるカヌー指導） 

④活動内容：詳細は別紙ＵＷＰ作成『Ｕｐ Ｗｉｔｈ Ｐｅｏｐｌｅ 日本ツアー

2005年秋報告書』（資料交流－①）を参照。各活動場所には、ＵＷＰ学

生の他に、ＵＷＰ同窓生・ＴＩＡから派遣した通訳・ＴＩＡ職員が１

～２人同行した。また、けやきワークスを選択した学生たちと三好町

に向かった学生たちは、それぞれ同日、市長・町長への表敬訪問を行

い、約１時間程度、首長との闊達な意見交換ができた。 
 ６）交流会 

①目  的：地域活動やホームステイを通して知り合った地域の人々にＵＷＰ側か

らのパフォーマンス（コミュニティセレブレーション）を披露し、彼
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らの活動の周知を図るとともに、地域活動や通訳などでお世話になっ

た方々への謝意を込めて、リラックスした雰囲気で交流パーティーを

開催する。 
②開催日時：05年９月23日（金）午後６時～８時 
③会  場：ＪＡホール（ＪＡあいち豊田所有） 
④内  容：お華・お茶など日本文化紹介コーナーの設置（協力：ＴＩＡ日本文化

紹介グループボランティア）・ＵＷＰによるパフォーマンス・関係者ス

ピーチ・立食形式パーティー 
⑤そ の 他：会場の確保と調整・ボランティアグループへの働き掛け片付けなどは

ＴＩＡ事務局で担当。パーティーの企画・メニューの調達・司会進行

はオープンハートが担当。 
７）ＵＷＰ事務局 

①体  制：ＵＷＰ日本オフィスからは３人が担当（内、１人がＴＩＡを始めとす

る日本国内の受入れ地域のコーディネートを担当。99年度のＵＷＰ受

入れ豊田地域スタッフ経験者） 
②連  携：05年度からはＴＩＡ事務局の事業と位置づけ、より効率的な受入れ態

勢の構築に努めた。04年度と同様、近隣からは三好町の参画もあり、

賑やかな実行委員会となった。原則として、ＵＷＰ日本オフィス又は

地域担当者との窓口はＴＩＡが務め、そこからボランティア・通訳・

三好町・地域活動受入れ施設に連絡事項を伝達するという方式を採っ

た。ＵＷＰ同窓生を含む関係者については、全てＵＷＰ側にお願いを

した。ＵＷＰ側の担当者（地域コーディネータ）は以前にもＵＷＰス

タッフとしてＴＩＡ事務局職員と共に仕事をした経験もあり、ＴＩＡ

や豊田市についての情報共有がスムーズに図れた。説明会や反省会の

内容についても事前事後の協議が充分にでき、よりよい連携がとれた

と考えられる。 
８）その他の活動 

   ①愛・地球博：05年は愛知万博開催に当たり、世界各国の出身者で構成されるＵＷＰ

にとっては、日本で自国がどのようなパビリオンを開催し、それらが日

本の人々の目にどのように映っているのかを肌で感じられる絶好の機

会であるため、従来の来日スケジュールを変更（04年度までは10月中

旬～11月上旬の秋の一定期間を豊田市の訪問に当てていた）して万博

見学に万全を期した。万博会場は、閉会間近ということもあって、入場

制限や大変な混雑も想定されたが、当日は会場内もスムーズに移動でき、

自分の出身国のパビリオンに感動したＵＷＰの学生も少なからずいた

ようである。 
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   ②トヨタ自動車：ＵＷＰを日本に招聘し、豊田地域ではその受入れ窓口をＴＩＡが担当し

て以来、財政支援始め様々なサポートをしてもらっている。トヨタ関

連の会社の社員を対象とした秋のイベント（オールトヨタビッグホリ

デー）への出演やＵＷＰショー（00年度までは、豊田市民文化会館な

どでミュージカルショーを行った）への側面支援、会長との面談及び

意見交換、移動に伴う大型バスの手配など多岐に亘る支援が得られた。 
■効  果 
 04年度はＵＷＰ側の地域担当者も兼務で担当しており、また、昼間は会社勤めのため受

入れのための充分な態勢がとれなかった。ＴＩＡ事務局においても、事業としての位置づ

けではなく、ホームステイがメインでボランティアグループの側面支援と捉えていたため、

予想外の仕事が増え、一時的にはオーバーワークとなった。 
 その反省をもとに、05年度はＵＷＰ側にも改善の声を届ける一方、ＴＩＡ内でも事業担

当者を増員し受入れ態勢を整えた。ＵＷＰ側も、地域担当者が日本ツアー全てに同行し、

それぞれの地域で、実行委員会や同様の組織に毎回出席。地域とのコミュニケーションを

図る努力をしてくれた。その結果、会場の下見や地域活動先との打合せ、ホームステイボ

ランティアへの説明など、ＵＷＰ・ＴＩＡ、そしてオープンハートの連携が密になり、情

報の共有化が図れた。 
 通訳については、ＴＩＡボランティアグループＥ－ＩＦＦに依頼し、地域活動に同行し

てもらったり、交流会に参加してもらったりして、ＵＷＰの学生のみならず引率スタッフ

との交流も積極的に行われた。さらに交流会では日本文化紹介グループのボランティアの

協力も得られ、ＴＩＡボランティアとして参画の場面を複数回提供することができた。こ

れらは、ホームステイを担当したオープンハートの配慮で、ＵＷＰ受入れを通じてボラン

ティアグループが横断的に関わることにより、ボランティア同士の交流・連携の場になる

とよいという考えからであった。今後も、交流会や地域活動の場におけるより多くのボラ

ンティアの関わりを継続していくことが望ましい。 
 ホームステイの反省会は、とりわけ意義深いものであった。というのも、ホストファミ

リー経験が何度もある家族から、『日本からＵＷＰに参加している学生が「折角の機会なの

に、海外出身者ではなく日本人の学生のホストになって頂いてすみません」ということを

言ったので、「私たちは、ただ単に外国人だからホストファミリーを引き受けているのでは

ない。ＵＷＰに学生として参加しているあなたのような日本人と交流することが家族にと

っても刺激的な経験となるから」と伝えました』とか、「日本人の学生を受け入れたのは（ペ

アでステイする学生の）通訳代わりとして考えたからではない。国籍は問わず、何人（な

にじん）であろうと自分たちがしていない経験をしている人と交流したかったから」とい

う意見が複数あった。ホームステイボランティアは決して軽い気持ちでできるものではな

いし、さりとて必要以上に構えることもない。あくまで自然体で、家族が異なるバックグ

ラウンドを持つ人々と触れ合う機会を得るボランティア活動である。今回のホストファミ
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リーの後日談を聞いて、ボランティアをすることに純粋な感動を見出し、「ホストファミリ

ーをさせてもらって感謝している」とコメントしていたボランティアの人々の姿が殊のほ

か印象的であった。ＵＷＰに参加している学生たちが「ホームステイをさせてもらってい
、、、、、、、、

る
、
」という感覚を持っていることは比較的容易に我々も想像できるが、ボランティアから

「こちらがボランティアをさせても
、、、、

らって
、、、

感謝して
、、、、

いる
、、

」という感想が発せられる場面を

目の当たりにし、担当者としても心が揺さぶられるような貴重な経験を得た。ホストファ

ミリーとなってくれたボランティアに、ＵＷＰ受入れを通して、このような感動を提供で

きたとしたら、ボランティア活動の醍醐味を伝えるのにこれに勝る奏功はないであろう。 

■課  題   

ＵＷＰ受入れが終了した時点で、ホストファミリー対象の反省会（オープンハート主催）

と事務局の内部反省会（資料交流－②）、そしてＵＷＰ関係者との反省会を設けた。ホー

ムステイに関しては、今年度反省会で出ていたことを、来年度以降の説明会において活か

していくことになり、ボランティアグループの中で共有していくことが肝要と考えられる。 
オープンハートは、ホームステイ経験が豊富なボランティアたちで結束されており、不

測の事態（05 年度は、ホストファミリーに不幸があり、途中から学生を預かれなくなった・

ＵＷＰの学生の父親が危篤となり、急遽帰国することになった、等への対応も全て連絡を

すぐに取り合って、ＵＷＰ側とも協力して解決に努めてくれた。ただし、対処に精一杯で

事務局への連絡が滞ってしまったり、タイムラグができてしまったりするなど、ＴＩＡ側

の把握が遅くなる場面もあった。事務局としても、ボランティアにはなるべく負担がかか

らないよう、極力連絡体制を密にすることが必要である。 
また、場所については、前述したようにＴＩＡ事務局が入居している現在の施設では、

部屋数や駐車場に限りがあり、50 人～100 人規模の団体ともなると、受入れは困難である。

00 年度までは充分な広さのある建物にＴＩＡ事務局があったので、特に問題はなかったが、

04 年度にＵＷＰが再開された時は、ＴＩＡも移転した後で、大人数の団体に対応できる収

容能力は到底望めないという事態が生じた。幸いスタジアムの協力が得られ、ホストファ

ミリーのマッチングから受入れ期間中のＵＷＰ学生の研修用の部屋やショーのための大道

具類を運搬する軽トラックの駐車など、全面的な支援があった。施設の使い勝手がよく、

市内の中心地やＴＩＡ事務局にも近いスタジアムはロケーションとしても申し分はない。 
しかしながら、一週間以上も豊田市に滞在するにも拘らず、ＵＷＰのスタッフや学生た

ちがほとんどＴＩＡの活動場所を見ずして次なる目的地に旅立っていくことは、少々寂し

い感が拭えない。国際親善・交流とは言いながら、豊田市での拠点となるＴＩＡを訪れる

ことなくして、去っていってもよいのだろうか。これは、ＵＷＰ側にとっても豊田市の現

状を見るチャンスを失しており、折角さまざまな国から感受性の強い青年達が来ているの

に、日本語教室の状況やそれを支えるボランティアの活動の片鱗を感じ取ることができな

いまま通り過ぎるのは残念であろう。この点は、受入れをしているＴＩＡの施設側の問題

であり、今後、ＵＷＰだけではなく、類似のプログラムの受入れを推進していくのであれ
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ば、ＴＩＡの活動のみならず、豊田市内の多文化・多様性の現状を垣間見てもらえるよう

な場所と時間を確保できるようハード面の整備は急務である。 
最後に、05 年度は、担当職員２人とＵＷＰ側の地域担当者１人が対応した。06 年度以降

の事務連絡体制は再検討する必要がある。ＵＷＰが来豊するのは、諸行事が目白押しの多

忙な期間で、マンパワーが充分に投入できない可能性も高い。05 年度はＵＷＰツアーの学

生数も控えめで、地域活動も万博の見学が丸一日入っていたので、多少は負担が軽減でき

た。しかしながら、06 年度は交流会のショーも従来のＵＷＰが行っていたミュージカルに

より近い形で力を入れたものにしたいというＵＷＰ側の意向もあり、学生数も増加が見込

まれる。00 年度までのＵＷＰの学生数と遜色のないような大所帯での移動ともなれば、受

入れ側の負担も増大する。事業と位置づけたからには、ＴＩＡも担当者の増員（臨時職員

等の採用）をも視野に入れながら、今後の事務局体制を整備していくことが必須である。 
 

 

Ⅱ 愛・地球博 関連事業 

 

１  未来へつなげよう 愛・地球博 10か国フレンドシップ・フェスティバル 

 

■背  景 

愛知県内の各市町村で「一市町村一国フレンドシップ事業」が実施され、豊田市にお

いても英国・韓国・フィンランド・カザフスタン・ロシア・米国・ネパール・スリラン

カ・メキシコ・パプアニューギニアの10か国のホストシティとして、市町村合併前の地

域が中心となり草の根の国際交流活動を実施してきた。ＴＩＡは豊田市からの委託を受

けて市町村合併前から交流を進めてきた英国・韓国・米国・メキシコとの交流を中心に

事業を実施してきた。 

 愛・地球博が05年９月25日に終了し、開催を通して得たかけがえのない財産を未来

につなげていくため、市民主体の国際交流や、ボランティア活動を継続していくことが、

次代を担う人材を育成し、活力ある都市づくりのために不可欠と考え、地球市民村に代

表される市民主体のボランティア活動を今後につなげるためのイベントを企画してい

た、財団法人あすてと共催して「未来へつなげよう 愛・地球博 10か国フレンドシッ

プ・フェスティバル＆地球市民村inあすて」の開催にこぎつけた。これまで「一市町村

一国フレンドシップ事業」に携わってきた団体、市内外のＮＰＯ・ＮＧＯ、ボランティ

アグループに呼びかけ、愛・地球博開幕１周年を記念して、06年３月24日・25日に05
年度フレンドシップ事業最大のイベントとして開催した。 

３月25日のイベントは鞍ケ池公園の「愛・地球博フレンドシップ10か国記念交流会」

とあすての「地球市民村」の２会場で行われたため、両会場をシャトルバスで結ぶとと

もに、チラシ・ポスターを含む広報活動、シャトルバス運行のための調整、企業との交
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渉などにおいて、あすてと協働して事業を推進した。 

■目  的   

愛・地球博、一市町村一国フレンドシップ事業をきっかけとして市民の間で育った草の

根の国際交流が、万博終了後も継続していく一助となるよう提案、実施した。 

■概  要 

１）と き：06年年３月24日（金）～ ３月25日（土） 
 ２）場 所：名鉄トヨタホテル（豊田市喜多町１丁目140番地） 

豊田市鞍ケ池公園（豊田市矢並町法沢714の５番地） 
財団法人 あすて （豊田市本町本竜43番地） 

３）主 催：10か国フレンドシップ・フェスティバル実行委員会、地球市民村inあすて

実行委員会、（財）豊田市国際交流協会、（財）あすて、豊田市、豊田市教

育委員会 
 ４）後 援：愛知県、（財）2005年日本国際博覧会協会、愛・地球博ボランティアセンタ

ー、市民フォーラム21・NPOセンター、豊田商工会議所、岡崎商工会議所 
 ５）協 賛：トヨタ自動車（株）、アイシン精機（株） 
６）参加者：①10か国大使・公使・領事、企業関係者、関係団体、留学生、研修生  

②地球市民村出展団体 
③（財）あすて所属団体 
④国際交流団体 
⑤市内学校、各種団体 
⑥一般市民 

■内  容   
①愛・地球博記念10か国円卓会議＆フレンドシップコンサート 
開催日時：06年３月24日（金）午後２時～５時 

会  場：名鉄トヨタホテル 金扇の間 

来場者数：約450人 

内  容：ａ）記念講演 

      講 師 マリ・クリスティーヌ氏  

2005年日本国際博覧会 広報プロデューサー 
      テーマ 「愛・地球博が残したものと、今後の草の根の国際交流」 
    ｂ）愛・地球博記念 フレンドシップ10か国円卓会議 

      参加者 10か国代表（ネパール、カザフスタン代表は欠席）、豊田市長、

ＴＩＡ理事長、マリ・クリスティーヌ氏、ブストス・ナサリ

オ氏（コーディネーター）   

      意見交換のテーマ 

開催テーマ「自然の叡智」と「愛・地球博」に対する評価、「一
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市町村一国フレンドシップ事業」への豊田市の取組み、「一市

町村一国フレンドシップ事業」と「ナショナルデー」への市

民参加、今後の市民レベルの国際交流のあり方と期待するこ

と、市民レベルでの国際交流に対して協力できることなど         

＊同時通訳付で実施 

        ｃ）愛・地球博記念 10か国フレンドシップコンサート 

          出 演 The Brass Party, Music of the Heart, ブリティッシュスク

ール（東京）の生徒 

  ｄ）愛・地球博記念フレンドシップ10か国交流レセプション ＊会費制 
会 場 名鉄トヨタホテル レストラン「ボナール」 

②愛・地球博フレンドシップ10か国記念交流会 
開催日時：06年３月25日（土）午前10時～午後４時 

会  場：鞍ケ池公園プレイハウス一帯 

来場者数：約35,000人 

内  容：ａ）10か国舞踊・音楽演奏、パネル展、ワークショップ、各国料理模擬

店、スタンプラリー、「ムーミン一家」ぬいぐるみショー 
ｂ）英国パビリオン「英国庭園」、米国「ハナミズキ」、韓国「もみの木」

一般公開開始セレモニー 
        ３か国代表が登壇、あいさつ、テープカット、セレモニー終了後、Ｖ

ＩＰ・関係者はバスにて植樹場所の視察、もちつき交流（場所：四季

の古里）を行った。 

ｃ）樹木が移植されたポイントを回るスタンプラリー（1,000人参加） 
ｄ）ＶＩＰ昼食会 

会 場 トヨタ鞍ケ池記念館 
＜出演団体＞ 

豊田市立若園中学校、豊田市立竜神中学校、稲武ネパールダンスチーム、

コールメイプル、オカリナグループ、チアーズ（ハンドベル）、ラボ国際

交流センター、桜花学園大学チアリーダー部メンフィス、豊田ゴスペル

クワイヤ、桜花学園大学留学生、Toyota New Public Orchestra 
＜出展団体＞ 

    英国ダービーシャー市民交流会、ラボ国際交流センター、日韓親善協会、

イシダフォトスタジオ、伊保小学校、大林小学校、桜花学園大学留学生、

Ｍ＆Ｍキルトスタジオ、グループアステカ、自立のための道具の会、あさ

ひイベントクラブ、（株）三州足助公社百年草事業部、大野瀬農産物加工

組合、スバカマナ（ネパール料理など）、小原和紙ワークショップ、香恋

の里しもやま観光協会、手づくり工房山遊里、しもやま元気そば愛好会、
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藤岡国際交流協会、藤岡商工会、高嶺フォーラム、ヒッポファミリークラ

ブ、豊田商工会議所、オイスカ中部日本研修センター 

③参考 
「地球市民村inあすて」 

   開催日時：06年３月25日（土）午前10時～午後４時 
   会  場：あすて 
   来場者数：約5,000人 
   内  容：愛・地球博地球市民村出展団体を中心に豊田市内外から選出したＮＰＯ・

ＮＧＯ団体が参加しパビリオン出展、パネル展を実施 
＊体験型展示、ワークショップ、ネイチャーゲーム、レストア車試乗会、   

     Ｉ－ＵＮＩＴ撮影会、パートナーロボット演奏、フードコーナーなど 
■効  果 
 フェスティバル１日目は名鉄トヨタホテルで行った記念講演、10か国代表による円卓会

議、フレンドシップコンサートに約450名の市民が参加した。２日目は鞍ケ池公園において、

英国・米国・韓国からの寄贈樹木の一般公開セレモニー、樹木が移植されたポイントを回

るスタンプラリー、ステージでは10か国に関連する団体の音楽演奏・舞踊、芝生広場では

テントを設営しボランティアで募ったフレンドシップ国に関連する各団体が活動紹介やワ

ークショップ、飲食店の出店などが行われ、当日の天気にも恵まれ、約35,000人の市民が参

加した。多くのボランティア団体から協力を得ることができ、大規模なイベントとなった。

事前準備、当日の運営に関ったスタッフにとっては大変な苦労はあったが、大きなケガや

事故もなく多数の市民の参加を得て成功裏に終ることができ、また、今後の草の根国際交

流を考えてもらえる良い機会となった。05年度を締めくくる最大のイベントが、今後市民

の間において様々な形で効果を発揮するのを期待している。 

■課  題 

 このイベントが起爆剤となって様々な形で草の根の国際交流が生まれることを期待して

いるものの、市民の間にどの様に浸透して、どの様な効果を発揮するのかは想定できない。 
今回協力してくれたボランティアグループ、今回参加は出来なかったが国際交流・国際協

力活動を行っている市民団体、これから何か始めたいがどの様に始めればいいのか分から

ないとためらっている人々の声を形にしていく仕組みづくりが今後の課題となる。 
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国際理解教育推進のための事業 

 

Ⅰ 国際理解教育セミナー事業 

Ⅱ 推進のための情報発信事業（国際理解教育ニュースレ

ター） 

 

   Ⅰ 国際理解教育セミナー事業 

 
１ ＴＩＡ国際理解教育セミナー 
 
■目  的 

参加・体験型の手法を通して、人権・開発・多文化／多言語といった現在及び将来に亘

って懸念される地球規模の課題と自分たちとの関係を考え、その解決に向けて家庭・学校・

地域で実践的な行動を起こすことができる市民を育成する一助となる場を提供することを

ねらいとする。 
■場所・参加者・内容 
（１）連続セミナー『児童英語で国際理解教育～英語の授業、こうやってみよう』 

第１日目 ８月６日（土）基礎編「人の五感～セルフエスティームを育む英語学習」 

第２日目 ８月７日（日）応用編「大韓民国～異文化理解を教材に」／共にＴＩＡ 

講 師 町田淳子（ＢｅＬＬ Ｗｏｒｋｓ主宰。元グローブ・インターナショナ

ルティーチャーズサークルスタッフ） 

参 加 者 24人（教員・塾講師・ボランティアなど） 

内  容 【基礎編】初めてこのようなセミナーに参加した人を対象にワークショ

ップ形式で進める。ゲームや歌に終始しない英語の授業に欠かせない教

材やテーマを満載した書籍・印刷物も同時に紹介した。前半は、英語で

国際理解教育を進める強みや進め方を学ぶ。後半の模擬授業については、

セルフエスティーム（自己尊重）をテーマとして、感覚に訴える平易な

英語（see/hear/touch/など）で表現しながら、自己と他者の感性の尊さ

を共有。 

 【応用編】セミナー２日目。ある程度小学校の英語の授業を担当した経

験のある教師や昨年度行った同講師によるセミナーに参加した経験のあ

るリピーターを対象とした。前半は「大韓民国」をテーマに異文化理解

や歴史認識を扱い、英語で模擬授業を行う。地図やハングル（韓国・朝

鮮語の文字）も登場し、視覚に訴える興味深い教材も提示された。後半

は、２日間の総まとめとして、４時間分の授業プランをグループで練り、
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発表。小学校の現場や塾などで子どもたちに英語を教えている人々から

問題提起され、意見交換が行われた。講師への質疑の後、２日間の感想

を述べ合って終了。 

効  果  国際理解教育の視点から進める手法や教材が多数紹介され、参加者の

満足度も高かった。05年度で４回目を迎える本セミナーだが、リピータ

ーも出てきた。今回も２日間連続受講する人々もいた。実践における理念

や姿勢を丁寧に伝えながら模擬授業を行う講師の評価も高い。連続セミナ

ーは初めてであったが、２日目には指導案を作成するというところまで到

達できた。 

しかしながら、セミナーで充実した学びを得れば得るほど、熱心な受講

者から「ほとんどの小学校で行われているようなお遊び的な英語学習では

中学校の英語とのギャップがあり、積み上げにならない。今回のように意

味のある英語を教えたい」という参加者の感想にも表われているように、

05年度で４回目となる本セミナーへの評価は高い。 

課  題  参加者がコメントしていたように「英語の授業はＡＬＴ（外国語指導

助手）にお任せ」という教師も少なくなく、現場の日本人の教師が英語

学習の目指すところや具体的なノウハウを学ぶことができるこの種のセ

ミナーについての周知が十分になされていない。他市の国際交流協会等、

幅広い広報活動が必要とされる。 

（２）「世界がもし100人の村だったら05年版」 

12月３日（土）13：30～16：30 ／ 豊田市中央図書館６階多目的ホール 
講  師  平野木恵（西三河国際理解教育情報センター主宰） 

参 加 者  22人（ＮＧＯなど団体職員・ボランティア・中学生・小学生など） 

内 容  ベストセラーの『世界がもし100人の村だったら』（現在３部作で刊行） 

を底本にワークショップ形式で世界の富の不均等や環境・人権問題を捉

えることを目指した。また、世代や性別を超えて、参加者同士が意見を

自由に交わし、活発な学びの場を提供したいという講師の狙いから小学

校高学年✻以上ならば誰でも気軽に参加してもらえるよう内容を配慮し

た構成を試みた。例えば、下記のようにテーマを設定するなど工夫を凝

らした。 

 【他の国に生まれ変わってみよう】メッセージカードを使い、「他の国の人

間になりきって」挨拶や言語、人口などの詳細な情報を共有し、世界の状況

を大雑把に把握する。【大陸ごとに分かれよう】世界の人口を縮小し、大陸

ごとにグループを作り、自分たちの大陸が抱えている課題や日本とのつなが

りを考える。【世界の富の不均等を感じよう】ジュースの分配を例にとって、

世界の富がいかにアンバランスに分配されているかを実体験する、など。 

 2 



 

最後は、オープンエンドではなく、今後、行動に移せるように各人が「こ

れから積極的に関わっていくこと・自分が今日からできること」を主体に

メッセージカードを作成。その中で参加者一人ひとりが本ワークショップ

から学んだことを文字にして意識化できるように働き掛けた。 

効   果  子どもから大人まで、そして市内はもとより、近隣の市町からも参加者

が集った。子どもの新鮮な視点で世界の状況を見ることができた、具体

的な数字や世界の貧困状態を知識だけではなく活動を通して学べてよか

った、などの感想も聞かれ有意義な学びの場を提供することができた。 

また、開催場所となった豊田市中央図書館との協力・連携を通して、市

内施設における協働事業の第一歩とすることができた。 

課  題  タイトルをベストセラーの書籍のそれをそのまま使用するなど、内容が

堅苦しい雰囲気を醸すことを極力避けたのだが、やや難しいイメージが先

行し、子どもの参加人数が予想よりも少なかった。また、参加者は地球規

模の課題に関して意識の高い人が多く、活発な意見が交換されたのは喜ば

しい限りだが、どちらかというと、普段このような内容に触れることが少

ない層の参加も目論んでいたので、その点では広報が充分に行き届かなか

ったのかもしれないという反省点が残る。今後はターゲットにする層を意

識して、平明なキャッチコピーのちらしや案内を作成し、周知することが

肝要である。 

✻「貿易」・「世界」といった学習内容の履修が小学校５年生以上である学校が大半なので、

このような線引きを行ったが、個々人の興味関心に応じて、小学校中学年でも参加申込み

があれば受け付けることとしている。 

 

（３）「地域と文化のセミナー まるごと中国講座パート１」 

   06年２月26日（土）13：30～16：30 ／ キラッ☆とよた 調理室・会議室 
                      （とよた男女共同参画センター） 
   講  師  李 萍蘭（ＴＩＡ中国語講座講師、兼中国語相談員） 
   進 行 役  竹田敦子（ＴＩＡ職員） 

参 加 者  21人（会社員・中国語学習者など） 

内  容  市内の多文化をテーマとした本「まるごと講座」もシリーズ３回目を

迎えた。ブラジル・韓国に続き、今回は中国にスポットを当て、その文

化や習慣など側面に幅広く触れることのできる機会を設けた。前半は中

国の意外な側面を知るワークショップ（人口・民族・言語などを中心に

したもの、特に講師の出身である青海省の地形や文化・習慣についての

言及あり）後半は旧正月に代表される中国の料理（韮菜合－ニラ玉入り
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中華風おやき）を作り試食しながら、食文化への理解を深め、参加者同

士の親睦を深めた。 

効 果  料理教室と勘違いをしていた参加者もいたが、ワークショップでは自 

     己紹介から始まり、中国を知る活動や講師の故郷である中国青海省の講

話などに耳を傾け、質問多数で時間を超えるくらい熱意溢れる雰囲気が

漂った。 

地元のケーブルテレビや新聞社の取材も入り、講座は活況を呈した。 

課  題  中国に関心のある市民層は厚いので、今後も継続して取組むとより効果

的であるが、講義や参加型ワークだけでは、恐らく「敷居が高い」という

イメージが払拭できないので、今回のように料理などの体験的な内容を講

座に盛り込み、平易な内容であることをアピールするとよいのではないか。 

      このシリーズを開始した頃は、ブラジルに次いで韓国・朝鮮出身者が市

内の外国人登録者の上位１位・２位をそれぞれ占めていたが、04年度から

は中国出身者が急増し、２位と３位が逆転して中国出身者数が韓国・朝鮮

出身者数を上回った。ただし、中国は国土が広大な上に、当然のことなが

ら出身者の省も多岐に亘っているので、敢えてセミナーのタイトルに「パ

ート１」と銘打って、複数回実施することを暗示するキャッチコピーとし

た。06年度以降も今回フォーカスしていない地域の出身者（ベトナムやイ

ンドネシアなど）を講師に招いた講座を展開すると参加者には興味深く映

るかもしれない。 

■振り返り 

05年度は、市内の２施設と協働でセミナーを開催した。ＴＩＡが入居している施設は、

外国語講座や他団体の使用により、充分なスペースのある場所の確保が困難であるという

ことと駐車場が手狭で混雑が予想されることがハード面の理由だが、何よりも重要なこと

は、ＴＩＡ単独で開催するよりも他施設を借用することにより、その団体を通じた広報や

担当者とのつながりが生じてくるなど、ソフト面における効果・広報などの広がりが今ま

でＴＩＡにアクセスしなかった参加層の拡大につながるのではないかという期待が持てた

ことである。特に、広報については、愛知県国際交流協会や名古屋国際センター等の広報

紙を効果的に用いて、且つ又、豊田市国際化推進協議会（通称：国際協）国際理解委員会

（資料国際理解Ⅱ－①）・地域の交流館や公共施設などへの広報を徹底してはきたが、施

設の担当者自身が少なからず関与することにより、より多くの人々への広報の可能性が生

じてくるメリットがあった。実際、ちらしを設置するだけではなく、施設の各階に貼付し

てもらったり、その施設のＨＰの行事予定にもアップしてもらえたりするなどのバックア

ップが得られた。これらの点を考慮し、06年度以降もでき得る限り、他施設とのコラボレ

ーションを推進していきたいし、さらに発展して講座の開催に際しては、内容面へのコメ

ントや講師選定などについての相談も協働してできれば国際理解教育の展開に新しい局面
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が生じてくる可能性も見込まれる。 

併せて、より多くの参加者にこのようなセミナーを体験してもらえるよう、内容面での

配慮をしていく必要である。まずは世界に目を向け、体験を通してさまざまな課題を、身

近に感じてもらう・幅広い年齢層の参加を促す・教育関係者との繋がりの萌芽となるチャ

ンスとする、などの要素を含んだ多少規模を大きくしたセミナーを盛り込んでいくとよい

のではないか。それほど大規模なものでなくても、テーマの異なる２、３の講座を同日開

催する・連続講座形式を採用して総論的に学べる場を設ける等、方法はいくつか考えられ

る。これらを上記の協働の形と結びつけて実施していることも可能であるし、その方が相

加・相乗効果が見込まれるであろう。 

ただし、いつまでたっても初歩的な「出発点」の講座オンリーでは、浸透性がなく、「一

見さん」対象の一過性のイベントに終始してしまい、教育効果が弱くなってしまうのでは

ないかという危惧がある。それは、ＴＩＡが中長期ビジョンで掲げている本事業の理念に

も叶うものではない。理想的には、年度前半に市民が気軽に参加できる「入門的なセミナ

ー及び講座」を中心に設け、後半はリピーターとなる人々からのリクエストやテーマ性の

ある深く掘り下げた内容の講座を提供していくことができることである。06年度はその土

台作りとして、トライアルで中規模のセミナーをやっていき、参加者のニーズを捉えてい

きたい。 

 
 Ⅱ 推進のための情報発信事業 

 
１ 国際理解教育ニュースレター発行 

 

国際理解教育に関する情報提供を関係者やボランティアに行うことにより、この分野に

対する周知と協力体制の強化を目指す。また、前述した「国際理解教育セミナー」へ、学

校現場の教職員や関心のある一般市民の参加を促す契機とする。 

 

■発行形態  Ａ４版の両面印刷１枚 

■配布方法  豊田市教育委員会（以下、「市教委」とする）公達便の利用 
       ボランティアと関連機関へのＴＩＡ情報誌サンフラワーを通した発送 
■発行回数  年３回（６月・11月・06年２月）    
■発行部数  各2,000部 
■内  容（ＴＩＡホームページ上にて過年度分として掲載） 

 05年度は第11号から第13号まで発行。セミナーの振り返りや国際理解教育関連の書籍や

資料の紹介・ワークショップの開催情報・ＴＩＡの窓口サービスなどを中心に作成した。 

 特に、セミナーの中で実施されたワークショップの手法の紹介やプログラムの内容提示

なども盛り込み、具体的な取組み事例をわかりやすく発信するよう努力した。 
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■効  果 

02年度以来、市教委の公達便を利用し、豊田市内の公立小中学校の教師全員に配布、個々

の教師の手元に届けることができた。加えて、05年度は市町村合併があり、従来の72校プ

ラス、新豊田市となった市町村の学校担当者にも配布した。 
 また、セミナーの事前には、関連ちらしを毎回添付して広報を行った。今後も本協会の

国際理解教育の周知を図る有効な広報ツールという観点でこのニュースレターを継続して

いきたい。 
■課  題 

05年度はセミナーへの教員参加者数が伸び悩んだ。夏休みに実施した児童英語関連のセ

ミナーを別にすると、一般市民の関心の高さに比べ、学校現場からの反応が今ひとつなか

ったように感じられる。考えられる要因としては、総合的な学習の時間の導入から３年が

経過し、現場にも考え方やノウハウなどの蓄積がある程度できてきているということ・出

身国が複数に亘る外国籍児童生徒の増加により、学校の多様性に膨らみが生じ、校内での

「交流」が日常化しつつある学校も増えてきたこと・英語教育を始めとして国際化対応に

関する研修が以前よりも開催回数が多くなったこと、等が考えられる。 

 研修機会の増加は、現場の職員のスキルアップにつながり、大変有意義なものではある

が、国際理解教育の視点とリンクさせた内容のものは多くはないと漏れ聞く。旧豊田市内

72校の教員には全員配布しているこのニュースレターで情報を仕入れ、一般市民の参加者

と膝をつき合わせながら学ぶ機会となるＴＩＡの国際理解教育セミナーを個人研鑽とみな

してくれる教員が一人でも増えることを願いながら、06年度以降も充実した内容になるよ

うに努めていきたい。 
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多文化共生社会構築に向けての事業 

 

Ⅰ 外国人生活相談事業 

Ⅱ 外国人防災事業 

 

 Ⅰ 外国人生活相談事業 

 

■はじめに 

 豊田市には、14,620人に上る外国人市民（06年２月末、豊田市市民課調べ）が生活して

いる。多様性を内包し、市の国際化を推進するためには、市民として彼・彼女らの人権が

保障され、適切な処遇が受けられるような体制を築くことが肝要である。そのためには、

外国人市民が直面している問題の相談に応じ、解決に向かって関係諸機関に働き掛けると

ともに、地域社会で自立していくのに必要な情報提供やコミュニケーションが図られてい

く仕組み作りが必要になる。多言語相談事業はその基盤を成すものである。 

これまでも、「通訳派遣制度（00年度より豊田市から委託）」や「外国籍正規職員の登用

／ポルトガル語・スペイン語通訳常駐（市民相談課）」が実施され、相談窓口体制の整備が

行われてきた。 
また、ＴＩＡにおいても03年度から多言語の相談員を試験的に配置し、多言語のニーズ

を捉える試みが行われ、その結果、05年度からは、中国語相談員の雇用（土曜日午前中）

を実現してきている。また、通訳派遣制度も市内の各種団体や病院、教育現場などを中心

に展開中である。 
以下では、これらに関連したＴＩＡの取組みの成果を振り返り、外国人が日本で生活す

る上で直面している諸問題を分析し、今後、解決に繋がる有効な方策の提言材料としたい。 

 

１ 外国人相談内容の整理と課題 

 

（１） ＴＩＡにおける外国人相談内容の整理と今後の課題 

①相談窓口業務の事業概要 

ａ）事業名 外国人のための休日相談所開設事業 

  開設時期及び時間 05年４月２日（土）～06年３月26日（日） 

           毎週土曜日・日曜日 午前９時～午後５時 

  相談員 吉岡ユリ子（ブラジル出身）     市内在住 

      畑田 恵子（ブラジル出身）     市内在住 

      橋村玲奈（エクアドル出身）     市内在住 

      糸数ワルベル（ブラジル出身）    市外在住 
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      美馬明子（ブラジル出身）      市内在住 

      平良アナ（ブラジル出身）      市外在住 

      吉岡ラリサテルミ（ブラジル出身）  市内在住 

      李 萍蘭（中国出身）        市内在住        以上８人 

  内 容 ポルトガル語・スペイン語・中国語による生活相談 

      ポルトガル語・スペイン語・中国語の翻訳・通訳 

      在住外国人に関する生活情報等の収集・提供及び、支援方策の調査・提言 

ｂ）事業名 外国人相談事業 

  開設時期及び時間 05年４月１日（金）～06年３月30日（金） 

           火曜日～日曜日 午前９時～午後５時45分 

  相談員  ＴＩＡ事務局職員  ７人 

  内 容 ・生活相談、外国人の市民生活に関わる翻訳・通訳業務。通常は日本語、英

語、若干のスペイン語とポルトガル語。必要に応じて、ポルトガル語、ス

ペイン語、中国語、タガログ語、インドネシア語などの通訳・翻訳をボラ

ンティア及び多言語センタースタッフの協力を得て解決などに当たる。 

      ・在住外国人に関する生活情報等の収集・提供及び生活支援方策の調査・提

言。 

  以下、上記の両事業を合わせて報告する。    

  

②2005年度の概況    総相談件数 175件（02年度77件 03年度71件 04年度69件） 

休日のみの相談件数 上記の内51件 

  05年度は、相談件数が再び上昇に転じた。豊田市市民相談課にもポルトガル語・スペ

イン語通訳の窓口があり、そちらにも多くの相談案件が持ち込まれていると考えられる

が、愛知万博開催や周辺市町村との合併、中国語相談の導入など、複合的な要素が加わ

り、ＴＩＡの窓口にもたらされる相談件数も04年度の倍以上となり大幅増加となった。 
 （資料相談－①） 
 

③主な相談項目についての対応例 

 ａ）日本語 

   日本語の学習に関する問合せは、毎年最も件数の多い相談である。ＴＩＡ日本語講

座、ボランティアグループによる日本語教室等を紹介しているが、いずれも開講と同

時に定員一杯となり、募集をストップせざるを得ない状況が慢性化している。 

特に近年目立って問合せが多くなってきたのは、東アジア・東南アジア出身の企業

研修生の受講であり、同一の職場から数名から場合によっては数十名の学習者がやっ

てくるケースもある。その殆どは、企業の受入れ担当者から一括して日本語学習の場

を希望するという一本の電話から始まり、日本人が教室の初日に引率してくる。しか
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